
 

 

 

 

 

 
あっという間に、明日から３月ですね。３月は旧暦で「弥生（やよい）」とも「言います。弥（いや）は

「いよいよ、ますます」、生（おい）は「生い茂る」を意味し、もともとは草木が芽吹くことを弥生（いやお

い）と言っていたものが転じたそうです。 

園では、春の歌に混じり、卒園の歌も聞こえてきます。年長さんを送り出す寂しさ、子ども達が１つ階段

をのぼる頼もしさ、新しい出会いが待っている嬉しさ、さまざまな感情が湧き上がってきます。一日一日を

大切に、子ども達と過ごしている今日この頃です。 

今年度も残り１か月。新年度に向けて進級・進学することに喜びを持てるよう励まし、子ども達との時間

を大切に過ごしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 月 ひなまつり会 

４ 火 身体測定 

５ 水 誕生会 

12 水 避難訓練 

13 木 お別れ会 

14 金 お別れ遠足 

20 木 春分の日 

25 火 卒園式 

2025.２.２８ 

まゆみの里保育園 

園だより

1 日(火)入園式・進級式  

14 日(月)身体測定 

16 日(水)誕生会 

23 日(水)引き渡し訓練 

29 日(火)昭和の日 

 

４月の予定

今月の話「ピンチはチャンス！」 

ピンチはチャンス！という言葉があるように、子ども達が「困った」時こそ成長の大チャンスです。子どもが困

っていたら助けてあげることが大人の役目ですが、心配するあまり、つい手を差し伸べてすぎてしまう…なんて

ことはありませんか？ 

私達は日頃、声掛けや介助する匙加減として、「手を出しすぎないように」を意識しながら保育にあたっていま

す。例えば、子どもが何か悩んでいる時に 1～10 全てを説明するのではなく、ヒントを与え見守ることで、残り

を子ども達自身が考え、解決・達成できるよう導いていくのです。そして、自ら考え気付けたことを大きく認め、

褒めてあげることも大切なポイント！自信や考える楽しさへと繋がっていきます。そうすることで、困難に立ち

向かう力・考える力が育まれていくことでしょう。 

今後も、子ども達の興味・関心を引き出しながら「自ら考えやってみたい」と思えるような働きかけを続けてい

きたいと思います。 

 

土曜保育について 

乳幼児期の愛着形成は、基本的な信頼感を育み、その後の心の発達や人間関係に大きく影響します。まゆみの里

保育園では、お子様の親子時間の確保を目的に、令和７年度以降も、土曜保育を利用するお子様は、平日ご両親ど

ちらかのお休みに合わせてお子様も保育園をお休みいただき、ご家庭時間をお過ごしいただきたくお願い申し上

げます。 


